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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2026年　1月号

～鏡餅～

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。

鏡餅は、歳神様をお迎えするための神聖な飾りです。その起源は平安時代まで遡ると

いわれています。当時は、神様に食べ物を供える神饌（しんせん）の一つとして餅を

供える風習があり、これが鏡餅の始まりとされています。鏡餅は地域によって特徴が

異なりますが、京都の飾り方は、まず白木台の上に和紙を敷きます。和紙は「上（かみ）」

に通じ、ひいては神に通じる結界を表すものです。その上に、裏白（うらじろ）という長命

を象徴する葉を裏返しにして敷きます。お餅と裏白の間には、子孫繁栄の意味をもつ、

ゆずり葉を挟み込むように添えます。お餅の上には、「よろこぶ」の昆布を垂らし、一家が

代々長く続くようにという願いを込めた橙（だいだい）や、みかんを飾ります。一緒に飾る

串柿（古老柿）は、１本の串に２ ・ ６ ・ ２の合計１０個を刺し、「いつもニコニコ（２個２個）、

仲睦（６つ）まじく」との願いが込められています。柿は「嘉来」と書き、幸せが来るという

語呂合せがあります。同時に長寿の木でもあり、縁起がよいとされています。

昔から戦乱や疫病に悩まされてきた京都では、苦難を打破しようと、無病息災の思いを

鏡餅に込めたのです。


